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く学会および研究会報告》
※ 豊田村教育委員会
(61年12月18日,於豊田村立公民館)
r遠州地方中 ・近世の歴史一 武田・徳川両氏
を中心として一 」 鈴 木 泰 山
※ 綜合郷上研究所公開研究報告会
(62年1月11日,於愛大綜合郷土研究所)
「凱橋市内高校生の待遇表現について
一 特に接辞・代名詞について一 」
中 出 惇
「旧日木デンマーク地帯における農家兼裳労
働の実態 一 愛知県碧海郡高浜町高取地区実態
調査報告一 」 森 靖 雄
※ 静岡県曹洞宗務所有志研修会
(62」;一一3月5日,於静岡第3曹 洞宗務所)
「禅宗上の諸問題」 鈴 木 泰 山
※ 中部地方総合史学研究会
(62年6月10日,於愛知ノく学名古屋校舎)
「高浜における農家兼業労働実態調査中間報
告 一 主として兼業労働者に関する分析につい
て一 」 森 靖 雄
※ 磐田市郷土史談会
62年10月13日,於磐田市西坂会館)
「紀行文を中心とした鎌倉 ・室町蒔代の遠州」
鈴 木 泰 山
※ 日本、言語学会大会
(62年10月28日,於金沢大学)
「『お湯殿の上の日記』の文体」
堀 井 令 以 知
※ 日本フランス語 ・フランス文学会大会
(62年11月10日,於南山大学)
「etreとavoir」 堀 井 令 以 知
※ 史学会第61回大会
(62年11月11日,於東京大学)
「中世仏教の発展とその社会的基盤」
鈴 木 泰 山
※ 一宮市青年史談会
(62年12月10日,於一宮市立図書館)
r尾州一ノ宮村三入市場成立の事情」
森 靖 雄
〈現 地 調 査〉
(A)東 三河地方地名調査
62年1月17日,久曽神,歌 川両所員は新城
市,南 設楽郡,北 設楽郡一帯の地名とその由
来,伝 承を調査した。 この結果は,中 部日本
新聞紙上に1年間連載された。
(B)寺 院阯の研究
62年1月20日から約2カ 月間にわた り,浅
若所員は愛知大学卒業生数人と共に愛知県宝
飯郡一宮町内小林寺跡を調査 し,古文書と発
掘物の合致によりこれが土豪小林源右衛門の
氏寺であつたことを証明 した。
(C)商 業高校女子卒業生の就職動向調査
62年2月5日,森所員は県立豊橋商業高校
女子新卒業生を対象に就職動向に関する調査
をおこなつた。
(D)農 村における消費動向調査
62年2月7日～10日・同3月12日～14日,
森所員は三好四郎教授 と共に愛知県全域から
抽出した20力村において農家の消費動向を調
査 した。
(E)東 三河地方古文書所在w査
62年3月5～8日,歌川,森 両所員は本学
史学研究会員と共に渥美半島全域の各村に遺
る古文書類を調査 し,史料目録を作成した。
(F)西 三河地方地名調査
62年4月20日,久曽神,歌 川両所員は中部
日本新聞社の協力を得て岡崎市,西 加茂郡,
東加茂郡一帯の地名とその由来,伝 承を調査
した。
(G)宝 飯郡郷土文化調査
62年4月25日,9月15日,久曽神,近 藤所
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員は宝飯地方史編纂委員会の依嘱により蒲郡
市,宝 飯郡下の郷土文化を調査した。
(H)徳 川家康遠州進攻政策の推移調査
62年5月23,24日,同年6月27～29日,鈴
木 泰所員は家康進攻の跡を辿 り,東三河嵩山,
石巻地区から遠州三ケ日町を経て三方原に至
る一帯を踏査 し,同地域の地理的理解と渥美
半島方面との中世末期における相互関係の実
証的研究をおこなつた。
(1)輪 中における共同体的関係調査
62年7月25～31日,昨年にひきつづいて森
所員は玉城肇教授 らと共に岐阜県安八郡輪之
内町を調査 し,ここにおける共同体的関係が
他の村落と差違を見出せないほど崩壊してい
ることを確認した。
(J)山 村構造の変化を知るための調査
62年8月5,6日,森所員は58年7,8月
に調査した愛知県北設楽郡設楽町宇連地区の
その後の変化を,安 城短大堤谷金平講獅 と共
に調査 し,山村解体の要因を究明 した。
(K)豊 橋市二川町方言調査
62年8月20～30日,中出所員は昨年にひき
つづき愛知県豊橋市二川町における方言を集
録 ・調査 した。
(L)初 期機械製糸工場に関する調査
62年8月21日,9月20～23日,森所員は明
治8年 に操業を開始 した四日市市室山町伊藤
製糸工場の創業期に関す る調査 をお こなつ
た。
(M)変 貌する農村
62年8月22～28日,牧野,川越,島 本所員
は静岡県浜名郡湖西町神座において農村の変
貌に関する調査研究をおこなつた。
(N)高 浜町窯業総合調査
62年8月23～30日,森所員は玉城肇教授や
本学経済史研究会員と共に愛知県碧海郡高浜
町における瓦,陶 管,土 器などの生産,販 売
に関する総合調査をおこなつた。
(0)東 三河地方古文書所在調査
62年9月28～10月4日,浅若,歌 川,森所
員は本学史学研究会員と共に宝飯郡一宮町上
長山区および東上区有の文需類約9,000点を
調査 し,史料 目録を作成 した。
(P)名 古屋市民の購買行動に関する調査
研究
62年10月1～31日,川越a牧 野所員は名古
屋において市民の購買行動に関する社会学的
調査をおこなつた。
(Ω)南 関東の歴史地理調査
62年10月29日,鈴木泰所貝は地方史研究協
議会の有志と共に南関東一帯を踏査 し,同地
方における仏教の伝流に関する史*こ!などを蒐
集 した。
(R)農 家相続実態調査
62年12月3～12日,森所員は黒木三郎教授
らと共に,全国農家相続に関する実態調査中
部地区を分担 し,県下稲沢市,安 城市におい
て抽出調査をおこなつた。
〈著書 ・論文〉(『 」は著書,「 」は論文)
○川越淳二所員
『名古屋』(共著)有斐閣(61年12月)
「都市の階級と階r」 愛知大学文学論叢匪学
ユ5周年記念特輯号(62年2月)
○久曽神昇所員
「本阿弥切古今集」かな研究6号(62年1月)
「地名雑考」中部日本新聞(62年1月～12月)
「古今集の部類及び体系」愛知大学文学論叢
開学15周年記念特輯号(62年2月)
「三十人撰」かな研究7号(62年4月)
「秋萩集」かな研究8号(62年7月)
「伝佐理筆下絵万葉集切」かな研究9号(62
年10月)
○歌川学所員
「地名雑考」中部日本新聞(62年1月～12月)
「浜松付近における条理制の遺構」愛知大学
文学論叢開学15周年記念特輯号(62年2月)
○堀井令以知所員
「尼門跡の日記」 京府大短大紀要創刊号(62
年1月)
「11語記号の理論」愛1知大学文学諭叢聞学15
111d年記念特輯}}(62年2月)
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「音 素の選択について」 民聞伝承2刀 号(62
年2月)
「Gl}評)『フランス語語源漫筆』」民問伝
承4刀 号(62年4月)
「御所 ことば語彙の調査研 究」 人文14号(62
年10月)
○鈴 木泰ICI所員
「伊勢湾周辺に於け る中 世仏教の伝承 一 特
に志摩 ・知多 ・渥美半島を巾心として一 」 愛知
大学 文学 論叢開学15周年 記念特輯 号(62年月)
○ 島本彦次郎所 員
「渥美半 島の若者組」愛 知大学 文学 論叢開学
15周年特輯 号(62年2月)
○牧野 由朗所 員
rSubjectScaleとObjectScaleについて
一 主 としてM .W.RilyとJ.Tobyの事例を
巾心にして一 」 愛知大学文学識 叢開学15周
年記念特輯号(62年2月)
○鈴 木中 正所 員
『チベ ッrを め ぐる中印関 係 一18世 紀中頃
から19世紀中頃まで一 』一橋 潜房(62年2月)
○ 森靖雄所 員
「(ルポルタージュ)三 つの結婚」 　r`7綾2r_
(62年11月)
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〈昭和37年度研究所組織〉
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運営委員(庶 務)島 本 彦 次 郎
(企画)川 越 淳 二
(資料)歌 川 学
(編集)堀 井 令 以 知
助 手 森 靖 雄
事務嘱託 岩 瀬 容 子
<所員 会 議>
62年4月14日所員会議を開催。研究所活動
の発展と研究所関係者の増加にともない,研
究所規定の一部を改正する案を検討 し,所員,
研究貝をそれぞれ2種 類に区分する件などに
ついて,堰 本方針を決定 した。
5月4日,任 期満了にともなう所長改選の
結果,久 曽神昇前所長が再選された。
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